
本書に示す範囲で、設計並びに施工を行ってください。

この温風暖房機は、ごく普通の居室で使用するように設計されています。従って、次のような特殊な場所での使用は

温風暖房機の寿命を著しく短くすると共に、保証の対象外になっていますのでご注意ください。

○海浜地区等の塩分の多いところ ○高温になる場所

○温泉地区等の亜硫酸ガスのあるところ ○大量の粉塵が舞う場所

○実験研究室・印刷所等周囲で化学薬品 ○オイルミストが舞う場所

　を使用するところ ○浸水の恐れのある場所

○車輌・船舶への搭載 ○可燃物が落下し、または接触する恐れのある場所

○プールのような塩素や湿気が多い場所 ○可燃性の蒸気もしくはガスが発生、滞留する恐れがある場所

○雨水・雪等のかかる場所 ○標高1000m以上の場所

その他、火災防止条例等で火気の使用が禁止されている場所もあります。所轄の消防署にご確認ください。

以下の事項に留意して据付場所を選定してください。

○設置後の保守・管理が容易に行える場所としてください。 ○給排気筒の総延長を３ｍ３曲がり(45°曲がり、90°曲

○床面に傾斜などなく安定した場所としてください。 　がりを共に１曲がりとする）とした時に、給排気筒トップが

○ドアや階段・避難口の近くには据付けないでください。 　屋外に設置できる場所としてください。

○カーテンなど燃えやすいもののそばには据付けないで ○温風が十分行きわたる場所としてください。

　ください。 ○高周波を発生する機械がある場所は避けてください。

○浸水の恐れのある場所には据付けないでください。

○本体が床面及び壁面に確実に固定できる場所としてください。

火災予防上の所定の距離が十分にとれる場所に設置してください。防火構造の

構造物であっても、給排気筒やバーナ等の点検・手入れ等ができるように、サー

 ビススぺースが必要ですので、火災予防上安全な距離及びサービススペース

 を確保するために、最小限右図に示す距離を確保してください。

別売で弊社純正給排気筒を用意しています。純正品以外を使用すると、規定の

性能が確保されないばかりではなく、故障や重大事故の原因となります。また、

保証の対象外となりますので、必ず弊社純正給排気筒をご使用ください。

暖房機と周囲構造物との離隔距離

認可 確認 作成
A 誤記訂正 2021.7.28 白石

五十嵐 小山
佐久間

変動電圧 定格電圧　100V±10%以内

JIS K 2203 灯油1号

　設置できない場所

　据付場所の設定

電源電圧 単相100V　50/60Hz　

温度調節器の
設定温度範囲

0℃～30℃

使用燃料

用途
この暖房機は対人暖房用に設計されています。温室、養蚕室、温蔵庫、乾燥室等には使用しないで

ください。また、常時人のいない所にも設置しないでください。

設置場所の温度 -20℃～30℃

　暖房機と周囲構造物との離隔距離

　純正給排気筒

符号 改訂 年月日 点検

形式 MHF0300KD
H26.11.21
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この温風暖房機に使用する給排気筒の総延長は3ｍ3曲がりです。

（ただし、暖房機に直接接続する90°エルボの曲り及び給排気筒の曲りは

含みません。）これを超えてご使用になると、故障や重大事故の原因となり

ますのでやめてください。

右図は防火上、必要な不燃材料以外の部分との離隔距離です。

不備があると性能が不十分であったり、火災、異常過熱の

原因になりますので必ず離隔距離を確保してください。

　　排気吹出し口と周囲構造物との離隔距離

※（300）は不燃材料で有効に仕上げた場合

この温風暖房機の給排気筒取出し場所は、以下の事項に留意して選定してください。

○給排気筒トップは必ず屋外に取り付けてください。

○風が強く当たる場所に給排気筒トップを出すのは避けてください。

○給排気筒トップは、子供の遊び場や人通りの激しい場所に面する壁面には、できるだけ設置しないでください。

　火傷や給排気筒トップを損傷する恐れがあります。やむ得ずそのようなところに設置する場合には、別売の「給排気筒トッ

　プ保護カバー」をお買い求めの上、取り付けてください。 　

○給排気筒トップは、雪や落葉の吹溜まりになるような場所には取り付けないでください。寒冷地では特に積雪やつらら等

　により給排気筒トップがふさがらないように取り付けてください。異常燃焼や重大事故の原因になります。

○給排気筒トップは集合煙突の中には絶対に取り付けないでください。

○壁内に設置された鉄筋・電気配線・電話配線・ガス配管や水道配管等の位置を十分考慮して、給排気筒を設置してください。

○床下や天井裏に給排気筒トップを設置しないでください。

○カーテン等の可燃物が給排気筒に接触しないように取り付けてください。

○給排気筒は周囲に引火物や危険物(ガソリン、灯油、プロパンガス等)がある場所には取り付けないでください。

○植木や愛玩動物は給排気筒トップから遠ざけてください。

○十分開放された空間で、排気ガスの滞留しない空間に設置してください。開放廊下や下がり壁のある天井面付近などに

　は注意が必要です。 「防火上の離隔距離」 を守っても排気ガスが滞留する可能性があります。滞留した排気ガスが給気

　側に吸い込まれると異常燃焼の原因になります。

○排気ガスが室内に流入しないように、暖房中に開放される窓や

   換気口等から右図に示す距離を確保した位置に給排気筒トップ

 　を設置してください。

別売品の標準給排気筒トップ

セットでは長さが足りない場

合、総延長3ｍ3曲がり（暖房

機に直接接続する90°エル

ボの曲り及び給排気筒の曲り 　排気吹出し口と建物開口部との離隔距離

は含みません。）の範囲で給 単位：ｍｍ

排気筒を延長することができ

ます。

右図はその一例を示します。
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　給排気筒の総延長

　排気吹出し口と周囲構造物との離隔距離

　給排気筒取出し場所の選定

　延長例
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次のような場合において、給排気筒の延長を行う場合は、ドレン発生を抑

えるため排気筒の保温を行って下さい。厚さ２０ｍｍ以上のロックウール

保温筒又はこれと同等以上の性能を持つ金属以外の不燃材料を使用し、

本体出口から保温して下さい。

 ①暖房機を、半屋外（修理工場、ガレージ）等に設置され、

　低温雰囲気で使用する場合。

　②排気筒を屋外や半屋外に設置される場合。

  ③給排気筒トップから、ドレンを発生させたくない場合。

  （トップ部分は通常でもドレンが出る事があります）

  

○給排気筒は総延長３ｍ３曲がり

　(暖房機に直接接続する90°ｴﾙﾎﾞの曲り及び給排気筒の曲りは含みま

　せん。)までとしてください。　

○給排気筒トップに接続する横引き管は、先下がり勾配(約２゜)を付けて

　 ください。

　

　

油タンク設置をはじめとして、灯油の供給設備については、各地の火災予防条例に従って工事をしてください。

(1)据付場所の選定

次のことを留意して据付場所を選定してください。 ○なるべく直接日光が当たらず、雨水が直接かからない

　○熱、振動、衝撃等を受けない場所としてください。   　場所に据付けてください。

　○温風暖房機との間に防火上有効な壁等がない場所で ○雪に埋もれない場所に据付けてください。

は2ｍ以上離してください。 ○可燃性の床面に直接据付けないでください。

(2)油タンクの設置高さ

油タンクの設置高さは、下図に示す通りの範囲内になるように据付けてください。

　　　　　【200ℓ未満の油タンクの場合】 　　【200ℓ以上1000ℓ未満の油タンクの場合】

※灯油200ℓ以上を貯蔵する場合は、消防署への届出が必要です。

　　1，000ℓ以上を貯蔵する場合は、危険物施設の基準に従ってください。
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　排気管の保温

　延長部材を複数使用して配管を行う場合

使用範囲 図番 XRF16992 葉別

　油タンクの据付
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油タンクから暖房機には自然落下で灯油を供給しなければなりません。設置場所の関係で、油タンクが暖房機より下方に設置

せざるを得ない場合には、別売のオイルサーバーをご使用ください。オイルサーバーは地上のタンクから内蔵するタンクに燃料

　 を自動的に吸い上げ、自然落差で暖房機に燃料を供給する装置です。

以下内容は特にご注意頂きたい事項です。

　○屋内設置用です。必ず火気・雨水・ゴミ・高温及び直射日光を避けた

　　場所に設置して下さい。

　○必ず白灯油（ＪＩＳ１号灯油）をお使いください。汚れた油や水の混じっ

　　た灯油、ガソリンなどは絶対に使用しないで下さい。

　○最高揚程は10ｍです。　(※)特性線図参照

　○油タンクからオイルサーバーまでの配管全長は50ｍ以下として下さい。

　○吸入側の配管は、外径8ｍｍ・肉厚1ｍｍの銅管を使用して下さい。

　　太い配管を使用すると、吸入能力が低下します。

　○安全でかつ保守点検のしやすい丈夫な柱や壁に取り付けて下さい。

　○暖房機と2ｍ以上の離隔距離を確保して下さい。

　○据付場所等において、各地域の火災予防条例で規定されている場

　　 合があります。この場合は、その基準に従って下さい。

　

　 

　（1）接続手順

     次の手順で暖房機に灯油配管を接続してください。

①付属するオイルストレーナを図1に示すように取付け

    てください。オイルストレーナカップが下方に向いて

    いることを確認してください。

②灯油接続管にゴム製送油管を使用する場合は、図2

　　のように接続してください。尚、ゴム製送油管は必ず

　　規定品（1／4ゴム送油管（ＪＩＳ Ｓ3022））を使用して 図1 図２

　　ください。また、ゴム製送油管はタケノコフレアに確実

　　に差し込み、ホースバンドで固定してください。　　　

　　

③灯油接続管にΦ8銅管を使用する場合は、オイルストレ

   ーナのタケノコフレアを外し、図3のように接続してくだ

　さい。

   

図３

　オイルサーバー

　灯油配管接続
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特性図より1台のオイルサーバ－で使用

可能な暖房機の台数を決めて下さい。

能力の余裕を見て特性図より算出した吸

上量の1／3で計算して下さい。

暖
房
機

オイルストレーナ

カップ

燃料配管接続口

(フレアナット)

Rc1/8 暖
房
機

タケノコフレア

ホースバンド

Rc1/8

暖
房
機

フレアナット

φ8CuT

Rc1/8



（2）灯油配管接続の注意事項

①ゴム製送油管は屋外に設置したり、埋設設置

    しないでください。劣化し油洩れをおこすことの

    ないように設置してください。

②暖房機の間近に必ず中間コックを設けてくだ

   さい。（サービス用）

③Φ8を越える鋼管を使用すると、空気溜りが

   でき、送油できないことがあります。

④配管の総延長はできるだけ短く（目安10ｍ以下）

    してください。長い場合、灯油がスムーズに

    流れないことがあります。

⑤送油管は途中で逆Ｕ字に盛り上げたり、もつ

  れさせたりしないでください。空気溜りがで

   きて、灯油がスムーズに流れないことがあり

   ます。

⑥配管加工中に生じるゴミ、切りクズ、切り粉を

　除去してから配管を組み付けてください。

○電気配線は必ず所轄の電力会社の諸規定に従って行ってください。

○配線工事は電気設備技術基準に従って行ってください。

○たこ足配線はやめてください。必ず専用回路を設けてください。

電源は単相１００Ｖです。暖房機には専用の電源ブレーカを取り付けていますので、専用回路からの電源供給を行って下さい。

電気配線は電力会社の指定工事店に依頼し、所定の配線を行って下さい。

万一の感電事故防止のため、電源ブレーカ横の接地端子用いてＤ種接地工事を行ってください。

特に台所等の湿気の多い所に据付ける場合には必ず行ってください。

　電源

　接地工事
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　灯油配管接続　つづき

　電気接続上の注意

消費電力Ｗ
（50/60HZ）

推奨ブレーカ

580/740 20A


